
◆市民１人（１世帯）あたりの予算

 歳出
総額 368億9,700万円

  歳入
総額 368億9,700万円

◆市民１人あたりの予算の使用用途

歳出
（目的別）

民生費（47.6％）
175億6,242万1千円
            

教育費（8.6％）
31億6,806万8千円

総務費（12.9％）　
47億7,422万1千円

公債費（8.2％）
30億856万7千円

衛生費（9.4％）
34億5,952万7千円

土木費（6.8％）
24億9,407万3千円

消防費（3.5％）
12億8,152万5千円

その他（1.8％）　
6億9,525万3千円

農林業費（1.2％）　
4億5,334万5千円

会計名 令和3年度予算額（千円） 前年度からの増減額（千円） 増減率（％）
一 般 会 計 36,897,000 1,223,000 3.4
特 別 会 計 26,550,939 380,259 1.5

国民健康保険事業勘定 12,836,438 ▲ 198,250 ▲ 1.5
土 地 取 得 119,003 ▲ 330 ▲ 0.3
部 落 有 財 産 11 ▲ 3,068 ▲ 99.6
介 護 保 険 11,288,410 522,958 4.9
後期高齢者医療 2,307,077 58,949 2.6

公営企業会計 10,134,142 226,762 2.3
水道事業会計 3,968,260 285,696 7.8
下水道事業会計 6,165,882 ▲ 58,934 ▲ 0.9
合計 73,582,081 1,830,021 2.6

年度末市債残高の推移
令和元年度決算額 588 億 1,800 万円
令和２年度見込額 578 億 1,100 万円
令和３年度見込額 565 億 1,500 万円

民生費 高齢者、児童の福祉のために 170,000 円

総務費 情報化や自治の推進のために 46,200 円

衛生費 ごみの処理や病気の予防のために 33,500 円

教育費 学校や公民館、図書館などに 30,600 円

公債費 借金の返済のために 29,100 円

土木費 道路や河川、公園の整備のために 24,100 円

消防費 消防活動や防災のために 12,400 円

その他 農林業費などに 11,200 円

市民１人あたりの予算 357,100 円

市民１人あたりの借金 289,700 円

市民１人あたりの貯金 85,000 円

１世帯あたりの予算 774,700 円

令和２年12月末現在の人口と世帯数
人口：103,332人　世帯数：47,625世帯

年度末基金残高の推移
令和元年度決算額 117 億 1,300 万円
令和２年度見込額 110 億 1,200 万円
令和３年度見込額 115 億 9,800 万円

※上記の市債・基金残高には特別会計、公営企業会計を含みます。

（性質別）（目的別）

◆市債・基金残高 ◆会計別予算

令和３年度

当初予算が決まりました
ス
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ト
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テ
ィ
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に
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て

市税（29.8％）
109億9,689万1千円

寄附金(3.8％)
14億800万円

繰入金(1.6%)
6億551万2千円

その他(3.0％)
10億9,092万3千円

地方交付税
（17.2％）
63億5,200万円

国庫支出金（19.7％）
72億4,740万8千円

府支出金（8.6％）
31億6,365万8千円

その他（2.0％）7億5,440万円

使用料及び手数料
(1.7％)
6億4,050万8千円

市債（7.1％）
26億1,310万円

歳入

自主財源
（39.9％）

依存財源
（60.1％）

地方消費税交付金（5.5％）
20億2,460万円

投資的経費
（4.2％）

維持補修費（0.7％）
2億5,995万円

貸付金（0.3％）9,057万3千円　　

普通建設事業費（4.2％）　
15億6,158万3千円

災害復旧事業費（0.0％）
1,200万円

物件費（14.9％）
55億581万4千円

補助費等（9.0％）
33億3,252万8千円

繰出金（13.2％）
48億7,663万7千円

人件費（16.5％）
60億6,711万4千円
　

扶助費（28.9％）
106億5,584万3千円

公債費（8.2％）30億855万7千円

予備費（0.1%）5,000万円
積立金（4.0％）
14億7,640万1千円

その他経費
（42.2％）

義務的経費
（53.6％）歳出

（性質別）

※数値は各項目ごとに四捨五入などの調整をしています。
※予算の詳細は、情報コーナー (市役所1 階 )や図書館、市ホームページなどで閲覧できます。
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一 般 会 計 　 368億9,700万円
特 別 会 計 265億5,093万9千円
公営企業会計　101億3,414万2千円

総額 735億8,208万1千円

●一般会計とその他の会計　一般会計とは、市
の予算の中心となる会計で、行政運営のための基
本的な経費が含まれます。一方、その他の会計は、
特定の事業の歳入歳出を一般会計と区別して処
理するための会計で、特別会計や公営企業会計
があります。
●市債　建設事業などの資金として、国や銀行
から借り入れるもの。また、地方交付税の減収に
よる財源不足を補うためなどにも発行されます。
●基金　特定の目的のために財産を維持したり、
資金を積み立てたりするために設けるものです。
●地方交付税　全国の市町村が同じ水準の行政
を進められるよう、財政運営の均衡をとるために
国から交付されるお金です。
●国庫（府）支出金　国や府が、市などに対して
支出する使途を特定したお金で、補助金や交付
金などがあります。
●繰入金と繰出金　一般会計、特別会計、基金
の間で相互に支出される経費で、他の会計からそ
の会計に資金が移される場合が「繰入」、他の会
計に資金を移す場合を「繰出」といいます。

財政用語の解説
一般
会計

一般
会計


